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第
四
回

ウ
ィ
ン
グ
新
橋

　
新
橋
駅
汐
留
側
の
駅
広
場
地
下
に
あ
る

地
下
街
が
「
ウ
ィ
ン
グ
新
橋
」。
店
舗
数

二
十
六
店
と
い
う
小
さ
な
地
下
街
だ
が
、

J
R
の
地
下
改
札
、
都
営
地
下
鉄
浅
草
線

改
札
、
地
下
鉄
銀
座
線
に
通
じ
る
通
路
の

真
ん
中
と
い
う
、
常
に
人
通
り
が
多
い
立

地
に
あ
る
。

　
地
下
街
の
中
に
は
新
交
通
ゆ
り
か
も
め

の
乗
り
場
へ
と
通
じ
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

も
あ
り
、
汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
方
面
へ
も
通

じ
て
い
る
。

　
一
九
七
二
年
に
、「
し
ん
ち
か
」
と
い

う
名
前
で
オ
ー
プ
ン
。
京
急
新
橋
地
下
駐

車
場
と
一
体
開
発
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、

国
内
で
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
一
気
に

進
み
、
八
重
洲
や
新
宿
な
ど
、
都
心
の
駅

前
に
駐
車
場
と
地
下
街
が
一
体
化
し
た
施

設
が
次
々
に
造
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
以
前
の
新
橋
駅
前
は
、
戦
後
闇
市

の
名
残
り
が
漂
う
街
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
を

整
理
し
て
、
六
六
年
に
は
汐
留
側
の
新
橋

駅
前
ビ
ル
が
、
そ
し
て
七
一
年
に
は
烏
森

側
の
ニ
ュ
ー
新
橋
ビ
ル
が
竣
工
。「
し
ん

ち
か
」
は
、
こ
の
新
し
い
時
代
の
新
橋
に

で
き
た
地
下
街
だ
っ
た
の
だ
。

　
そ
れ
か
ら
四
十
三
年
、
途
中
何
度
か

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
経
て
、
三
年
前
の

二
〇
一
二
年
の
大
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
店
舗
構
成
と

な
る
。「
オ
ヤ
ジ
の
街
」
と
言
わ
れ
る
新

橋
で
意
外
と
思
う
が
、
よ
く
考
え
て
み
る

と
新
橋
で
も
オ
ヤ
ジ
度
が
高
い
の
は
烏
森

側
。
こ
ち
ら
汐
留
側
は
シ
オ
サ
イ
ト
や
、

銀
座
の
入
口
に
あ
た
り
、客
層
も
異
な
る
。

　
飲
食
店
の
な
か
で
は
、
七
二
年
の
オ
ー

プ
ン
時
か
ら
続
い
て
い
る
ラ
ー
メ
ン
の
老

舗
「
麺
処
直
久
」
の
ほ
か
、
ス
イ
ー
ツ
の

店
も
何
店
か
あ
っ
て
通
路
に
は
甘
い
香
り

が
漂
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
角
に

あ
る
よ
う
な
花
屋
さ
ん
や
、
お
し
ゃ
れ
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
目
を
引
く
ブ
テ
ィ
ッ

ク
に
服
飾
雑
貨
店
。
高
級
ス
ー
パ
ー
「
も

と
ま
ち
ユ
ニ
オ
ン
」
の
小
型
店
も
あ
っ
て

通
勤
途
中
の
買
い
物
に
も
便
利
。
新
橋
で

意
外
な
存
在
感
を
示
す
ハ
イ
セ
ン
ス
な
地

下
街
と
な
っ
て
い
る
。
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鉄
道
発
祥
の
地
で
交
通
の
要
衝
で
あ
る
新

橋
。
ウ
ィ
ン
グ
新
橋
が
開
業
し
た
後
も
、
新

た
な
路
線
や
駅
が
誕
生
し
、
人
の
流
れ
は
増

え
続
け
て
き
た
。
七
六
年
に
は
J
R
横
須
賀

線
が
東
京
駅
―
品
川
駅
間
で
地
下
化
。
新
橋

駅
に
も
地
下
ホ
ー
ム
が
で
き
た
。
二
〇
〇
一

年
に
は
臨
海
部
と
を
結
ぶ
新
交
通
ゆ
り
か
も

め
の
新
橋
駅
が
開
業
。
貨
物
駅
で
あ
っ
た
汐

留
も
再
開
発
さ
れ
、
シ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。

地
下
街
コ
ラ
ム


